
裾野麗峰山の会・山行報告書                  文・井上  写真・北村 

山行番．  NO.2060B 

日 時  2024 年 11 月 9 日(土) 晴 

山 域  八ヶ岳・赤岳（2899ｍ）県界尾根～真教寺尾根周回 

コース  （前日の夜移動し、美し森駐車場にて車中泊）-05:00 起床朝食-05:30 美し森駐車場 

からサンメドウズ清里スキー場駐車場ゲート前に車で移動-06:00 出発-07:36 小天狗

-09:01 大天狗-9:59 鎖場開始-11:26 赤岳頂上山荘-11:37 赤岳頂上-12:04 文三郎分岐 

の南で昼食-15:18 牛首山-16:02 賽ノ河原分岐-16:35 駐車場着-パノラマの湯-長泉着 

標高差  上り・下り 約 1665m～2899m＝約 1234m＋牛首上り返し 

難易度  非常に困難  レ困難  やや困難  普通  やや易しい  易しい 

だんご兄弟卒業山行、赤岳上級コース、想像を超えた疲れ  

参加者  L 井上、北村、山田＝3 名 

  

同じ週の文化の日の振替給仕の月曜日にレイホー公式の北村さん送別ハイクを西丹沢の

大野山バリ山行で実施した。今回は、「レイホーだんご三兄弟」で最後のしびれる山行を行っ

た。 

北村さんが北海道に引っ越す前に、最後にもう一度だんご三兄弟で挑戦できる山に行っ

ておきたい。今年 4 月の南アルプス栗沢山・甲斐駒・仙丈のような冒険をこのメンバーで

やって卒業にしたい。 

 

 
立派な案内表示 

 

八ヶ岳は、横岳杣添尾根、権現岳天女山コースと体験しているが、その間にある赤岳の

県界尾根と真教寺尾根をやったことがなく、いつも眺めるだけだった。そして、後藤さん

から、この尾根が「しびれるコースだ」とも聞いていた。 

いつかやらなければと思いながら、初めての上級コースに一人で行くわけにもいかず、

北村さんが来月引っ越してしまう前で、まだ雪が降る前のピンポイントの挑戦になった。 

 事前のイメージは、杣添尾根や天女山コースと同じような長い尾根を延々と歩き、直下

で鎖を使って一気に頂上まで岩場を登り頂上で歓喜の雄叫びをあげ、下りでは、緊張の鎖



場を神経集中して下り、樹林帯の尾根でほっとしてルンルンで車に戻り、「今日はしびれた

ねー」とお互いをねぎらう、というものだった。しかし、現実は甘くなかった。 

                   ■ 

前日の夜、私は 21:00 に山田さんの車でピックアップしてもらい美し森駐車場へ移動。

23:44 美し森駐車場着。トイレの前に車を停めた。北村さんは単独で車を出す。 

北村さんの計画は、サンメドウズ手前の路駐で違反をとられないよう、美し森に駐車し

自転車でゲートまでいくというものだった。美し森で見た満天の星は神秘的だった。私た

ち以外の車は 10 台くらい。 

 

 

赤岳を仰ぐ 

 

翌朝 5 時に動き出し、朝ご飯を食べてサンメドウズ手前ゲートに車で移動する。北村さ

んは、駐車禁止の取り締まりはないと考え、自転車はやめて車で行くことにした。 

 11/6 の YAMAP で、岩場に雪があり鎖場以上を断念したという記録があり、今回は雪があ

った場合の準備をしてきた。雪山用の靴に、アイゼン、ピッケル、雪山用防寒着一式を持

っていくため荷物は 13 ㎏になった。軽量でスピーディに臨みたかったがやむを得ない。 

 サンメドウズスキー場のゲートが半分開いていたが、まだ開業していないため、ゲート

手前のロータリーの少し下の路肩に駐車した。 

沢沿いに歩を進めると、3 頭の鹿が鳴き、斜面を駆け上がっていった。左に真教寺尾根

につながる道の看板がある。帰りはここに戻ってくる。沢から尾根に上がる。それほどき

つくはない。 

尾根に上がると小天狗に着き、そこから緩やかに長い道になる。富士山が水墨画のよう

に浮かび上がっている。大天狗を過ぎ、いよいよ岩場の鎖場が始まった。 



 

 
 

直径 5 センチくらいのツララがあり、北村さんが手刀で氷柱割り。持つと、なぜだか普

通の氷よりかなり軽い。北村さんが、折ったツララを目の前に置くと、目が少女漫画のよ

うに大きく見えて大笑いした。 

北村さんはいたずら好きで、いつもおちゃめだ。そして鎖場は、始まったはいいが、終

わらない。地図通りなのだが、ズッとなのだ。ずっと鎖だ。初めのうちは楽しいが勝るが、

だんだん飽きてくる。とても長い梯子もあった。 

鎖場で、透明なつるつるの氷が登る岩の左半分を埋めている場所があり、もしこれが全

体を覆っていたらアイゼンが必要だった。登るにつれ、あちこちに雪が残っていた。鎖を

つかんで登るので体は暖まると思い、長袖 T シャツでいたら、鎖場は固定点の区切りのい

いところまで、前の人が進まないと取り掛かれないので、待ち時間が発生する。 

頂上に近づくほど風も吹いてきて、大変寒い。革手袋も指先が冷えてしびれてくる。頂

上に着くと、北村さんは嬉々として風景の写真を撮っているが、私は、笑顔はなく、寒い

ばかりで急いでフリースとカッパを着込んだ。赤岳頂上山荘から赤岳頂上に向かう。山田

さんの粋な計らいで、「三色だんごで、だんご三兄弟卒業」の乾杯をした。文三郎の分岐から

少し下って風のないところで昼食をとった。 

                   ■ 

 そして、真教寺尾根の下りに挑む。県界尾根より傾斜は緩いが長い。登り同様、下りも

いつまでも鎖場だ。なかなか終わらない。鎖がしっかりしているので不安はないが、これ

までの疲れの蓄積で気が緩まないように注意する。 

ようやく岩場は終わる。牛首山方面へは、緩やかだがアップダウンの連続だ。疲労が蓄

積した状態でスピードが上がらない。日が暮れて真っ暗になる前に下山を終えたい。残り 



 

やっぱ、ダンゴだね～！！！ 

 

時間と標高を見て、急ぎ気味で下ることにした。 

賽の河原の県界尾根側に移る標識で左折する。太陽は山の端に隠れており、まだ十分に

明るいがヘッドランプを準備して身に着けておく。あと標高差 200m で終わりだ。駐車した

場所に到着するが、まだ十分に明るかった。私と山田さんがヘロヘロになり、北村さんが

元気な姿の写真を撮って楽しんだ。 

 パノラマの湯で温泉とサウナ、水風呂を堪能し、夕食を食べて長泉に帰った。 

  

真教寺尾根 



 

真教寺尾根 

 

今回、このコースでは、県界尾根のピストンの人や、真教寺尾根から登り、県界尾根で

下る人ばかりで、私たちが選んだ県界から真教寺という人はいなかった。真教寺尾根のア

ップダウンは登りでやっつけてしまった方が、下りで疲れなくてよい気がする。 

県界尾根の方が岩場の垂直度が高いし、日影が多く雪や氷があること考えれば、登りで

使いたいが、別の考え方をすれば、下りの岩場の時間が短いともいえる。試してみないと

わからない。 

雪の季節はどうだろうか。アイゼンとピッケルがあれば登れるだろうか。上級コースと

いうことで、ほとんど人がいないかと思いきや、大勢の人がそれほど緊張もなく登ってい

るような印象だった。 

 ともあれ、北村さんが引っ越す前に、この 3 人で念願のコースに挑戦し目的を果たした

のでよかった。横岳杣添え尾根から権現岳天女山コースに並ぶ 4 本の尾根をコンプリート

出来た。目標達成である。 

 北村さん、いつかまたいっしょに登りましょう。               以上 

 疲れたね、まあまあドンマイ！！ 



 

 

 


